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サイプレスはインフィニオン テクノロジーズになりました
この表紙に続く文書には「サイプレス」と表記されていますが、これは同社が最初にこ
の製品を開発したからです。新規および既存のお客様いずれに対しても、引き続きイン
フィニオンがラインアップの一部として当該製品をご提供いたします。

文書の内容の継続性
下記製品がインフィニオンの製品ラインアップの一部として提供されたとしても、それ
を理由としてこの文書に変更が加わることはありません。今後も適宜改訂は行います
が、変更があった場合は文書の履歴ページでお知らせします。
 
注文時の部品番号の継続性
インフィニオンは既存の部品番号を引き続きサポートします。ご注文の際は、データシー
ト記載の注文部品番号をこれまで通りご利用下さい。
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PMG1-S2 データシート  第 1 世代パワー デリバリー マイクロコン ト ローラー

PMG1 ファ ミ リの概要

PMG1 ( 第 1 世代パワー デリバリー マイクロコン ト ローラー ) は、 高電圧の USB-C パワー デリバリー (PD) マイクロコン ト ロー
ラー (MCU) のファ ミ リです。 これらのチップには、 Arm® Cortex®-M0/M0+ CPU、 USB-C PD コン ト ローラー、 およびアナログと
デジタル ペリフェラルが搭載されます。 PMG1 は、 高電圧 USB-C PD ポート との間で電力を供給／消費し、 マイクロコン ト ロー
ラーを活用して追加の制御機能を提供する組込みシステムを対象としています。 図 1 に、 PMG1 ファ ミ リのセグメンテーシ ョ ンを
示します。 

図 1. PMG1 ファ ミ リ  セグメンテーシ ョ ン

* PMG1-S2 の詳細については、 現地のサイプレス営業所にお問い合わせください。
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表 1 に、 PMG1 ファ ミ リのさまざまな MCU の機能の比較を示します。

* PMG1-S2 の詳細については、 現地のサイプレス営業所にお問い合わせください。

本書の残りの部分では、 PMG1-S2 デバイスについて詳し く説明します。

表 1.  PMG1 ファ ミ リのさまざまな MCU の機能の比較  

サブシステム
または範囲 項目 PMG1-S0 PMG1-S1 PMG1-S2 PMG1-S3*

CPUおよびメモリ  
サブシステム

コア Arm® Cortex®-M0 Arm® Cortex®-M0 Arm® Cortex®-M0 Arm® Cortex®-M0+

最大周波数 (MHz)  48 48 48 48

フラ ッシュ  (KB) 64 128 128 256

SRAM (KB) 8 12 8 32

パワー デリバリー

パワー デリバリー ポート 1 1 1 48-QFN の場合は 1 ポート
97-BGA の場合は 2 ポート

ロール シンク DRP DRP DRP

MOSFET ゲート  ド ライバー 1x PFET 2x PFET 2x NFET 柔軟な 2x NFET

フォールト保護 VBUS OVP および
UVP

VBUS OVP、 UVP、
および OCP。

SCP および RCP ( ソース 
コンフ ィギュレーシ ョ ン

のみ )

VBUS OVP、 UVP、
および OCP

VBUS OVP、 UVP、
および OCP。

SCP および RCP ( ソース コ
ンフ ィギュレーシ ョ ンのみ )

USB
Billboard クラスをサポート
する統合されたフル スピー

ド USB 2.0 デバイス
無 無 有 有

電圧範囲
電源電圧 (V) VDDD (2.7 ～ 5.5)

VBUS (4.0 ～ 21.5) 
VSYS (2.75 ～ 5.5)
VBUS (4.0 ～ 21.5)

VSYS (2.7 ～ 5.5)
VBUS (4.0 ～ 21.5)

VSYS (2.8 ～ 5.5)
VBUS (4 ～ 28)

IO (V) 1.71 ～ 5.5 1.71 ～ 5.5 1.71 ～ 5.5 1.71 ～ 5.5

デジタル

SCB (I2C/UART/SPI と して
構成可能 )

2 4 4
48-QFN の場合は 7 ( そのう

ち 5 のみを SPI および
UART と して設定可能 )

97-BGA の場合は 8

TCPWM ブロック  ( タイ
マー、 カウンター、 パルス幅

変調器に構成可能 )
4 2 4 48-QFN の場合は 7

97-BGA の場合は 8

ハードウェア認証ブロック
( 暗号 ) 無 無

有 (AES-128/192/256、
SHA1、 SHA2-224、
SHA2-256、 PRNG、

CRC)

有 
(AES-128、 SHA2-256、

TRNG、 ベク トル ユニッ ト )

アナログ
ADC 2x 8 ビッ ト SAR 1x 8 ビッ ト SAR 2x 8 ビッ ト SAR 2x 8 ビッ ト SAR

1x 12 ビッ ト SAR

内蔵温度センサー 有 有 有 有

ダイレク ト  メモリ  
アクセス (DMA)

DMA 無 無 無 有

GPIO I/O の最大数 12 (10 + 2 OVT) 17 (15 + 2 OVT) 20 (18 + 2 OVT)
48-QFN の場合は 26 

(24 + 2 OVT)
97-BGA の場合は 50 

(48 + 2 OVT)

充電規格

充電ソース - BC1.2、 AC BC1.2、 AC BC 1.2、 AC、 AFC、 および
Quick Charge 3.0 

充電シンク
BC 1.2、 Apple 
Charging (AC) BC1.2、 AC BC1.2、 AC BC1.2、 AC

ESD 保護 ESD 保護

有
( 最大 ±8kV の接触
放電、 最大 ±15kV の
空中放電、 人体モデル

とデバイス帯電
モデル )

有 
( 人体モデルとデバイス帯

電モデル ) 

有 
( 最大 ±8kV の接触

放電、 最大 ±15kV の空
中放電、 人体モデルと
デバイス帯電モデル )

有 
( 人体モデルとデバイス帯電

モデル ) 

パッケージ パッケージ オプショ ン
24-QFN (4 x 4mm、

0.5mm ピッチ )
40-QFN 

(6 × 6mm、 0.5mm ピッチ )

40-QFN
(6 × 6mm、

0.5mm ピッチ )

48-QFN (6 x 6mm、 0.5mm
ピッチ )

97-BGA (6 x 6mm、 0.5 mm
および 0.65mm ピッチ ) 
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PMG1-S2 の概要

PMG1-S2 は、 128KB フラ ッシュ、 8KB SRAM、 20 個の GPIO、 フルスピード USB デバイス コン ト ローラー、 認証用暗号化エン
ジン、 20V ト レラン ト  レギュレータ、 および 5V (VCONN) 電源を切り替える 1 対の FET を持っています。 また、 PMG1-S2 は外
部 VBUS FET およびシステム レベル ESD 保護を制御するための 2 対のゲート  ド ライバも統合しています。 PMG1-S2 は 40-QFN
パッケージで提供されています。 

特長

Type-C および USB-PD のサポート

■ 1 個の USB Type-C ポートに対応

■ 統合された USB パワー デリバリー 3.0 のサポート

■ 内蔵された USB-PD BMC ト ランシーバ

■ 内蔵 VCONN FET

■ コンフ ィギュレーシ ョ ン可能な RP と RD

■ デッ ド  バッテリ検出のサポート

■ 高速ロール スワップと拡張データ  メ ッセージの統合

■ 統合されたハードウェア ベースの過電流保護 (OCP) と過電
圧保護 (OVP)

32 ビッ ト MCU サブシステム
■ 48MHz ARM Cortex-M0 CPU

■ 128KB フラ ッシュ

■ 8KB SRAM

内蔵デジタル ブロック

■ ハードウェア暗号化ブロックによる認証

■ BillboardクラスをサポートするフルスピードUSBデバイス コ
ン ト ローラー

■ USB-PD プロ ト コルが必要とする応答時間要件を満たす統合
されたタイマー / カウンター

■ I2C、 SPI、 または UART 機能を備えた、 実行時に再構成可能
な 4 個のシリアル通信ブロック  (SCB)

クロックおよび発振器

■ 内蔵発振器により外部クロックが不要

電源

■ VSYS (2.7V ～ 5.5V)

■ VBUS (4.0V ～ 21.5V)

■ 外部 VBUS FET スイッチ制御用に 2 個の統合されたデュアル
出力ゲート  ド ライバ

■ GPIO用の独立した電源電圧ピンにより、I/O上の1.71V～5.5V
シグナリングが可能

■ リセッ ト : 30µA、ディープ スリープ : 30µA、スリープ : 3.5mA

システム レベル ESD 保護

■ CC、 SBU、 USBDP、 USBDM および VBUS のピン

■ IEC61000-4-2 レベル 4C に基づいた ±8kV 接触放電および
±15kV 空中放電

パッケージ

■ 40 ピン QFN

■ 産業用温度範囲 (-40°C ～ +105°C) に対応
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開発サポート

PMG1 ファ ミ リには、 開発プロセスを支援する豊富なドキュメ
ン ト、開発ツールおよびオンライン リソースが用意されていま
す。 詳細については、 www.cypress.com/products/ez-pd-pmg1
をご覧ください。

ドキュ メン ト

PMG1 ファ ミ リをサポートするドキュメン ト一式により、 ユー
ザーは疑問点に対する答えを素早く見つけられます。 重要なド
キュメン トのい くつかをここにリストアップします。

ソフ トウェア ユーザー ガイド : ModusToolbox™ (MTB) の使用
に関する段階を追った手引き書です。ソフ トウェア ユーザー ガ
イドには、 MTB によるビルド  プロセスの詳細、 MTB を用いた
ソース制御の使い方などが記載されています。

コンポーネン ト  データシート : PMG1 の柔軟性によって、デバ
イスが量産に入ってから長い期間の後でも新しいペリフェラル
( コンポーネン ト ) を作成できます。コンポーネン ト  データシー
トには、 機能説明、 API ドキュ メン ト、 推奨サンプルコード、
AC/DC 仕様を含む、特定のコンポーネン トの選択および使用に
必要な情報がすべて記載されています。 

アプリケーシ ョ ン ノート : 入門のアプリケーシ ョ ン ノート と
ハードウェア設計ガイド ラインが含まれます。 

テクニカル リファレンス マニュアル : テクニカル リファレン
ス マニュアル (TRM) には、 すべての PMG1 レジスタの詳細な
説明など、 PMG1 デバイスを使用する際に必要な技術的詳細
がすべて記載されています。 TRM は
www.cypress.com/products/ez-pd-pmg1 の 「Documentation」
セクシ ョ ンにあります。

オンライン

印刷された資料のほかに、サイプレス PMG1 フォーラムによっ
て 24 時間 365 日、世界中の他のユーザーや PMG1 の専門家と
連絡がとれます。

ツール

業界標準のコア、プログラ ミングおよびデバッギング インター
フェースを備えた PMG1 ファ ミ リは、 開発ツール エコシステ
ムの一部です。

革新的で使いやすい ModusToolbox IDE、 サポート されるサー
ドパーティーのコンパイラ、 プログラマ、 デバッガおよび開発
キッ トの最新情報については、 Web サイ ト  
https://www.cypress.com/products/modus-
toolbox-software-environment をご覧ください。 

www.cypress.com/products/ez-pd-pmg1
https://www.cypress.com/file/512716/download
www.cypress.com/products/ez-pd-pmg1
www.cypress.com/products/ez-pd-pmg1
https://community.cypress.com/t5/USB-EZ-PD-Type-C/bd-p/USBEZPDTypeC
https://www.cypress.com/products/modustoolbox-software-environment
https://www.cypress.com/products/modustoolbox-software-environment
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ModusToolbox™ IDE および PMG1 SDK

ModusToolbox は、 Windows、 macOS、 および Linux プラッ ト
フ ォームで実行される Eclipse ベースの開発環境であ り、
ModusToolbox IDE と PMG1 SDK を含みます。 ModusToolbox
IDE はアプリケーシ ョ ンを構築するために、 い くつかのデバイ
ス リソース、 ミ ドルウェアおよびファームウェアを組み合わせ
ます。 ModusToolbox を使用すると、 デバイス リソースと ミ ド
ルウェア ライブラリを有効にして構成し、 C/C++/ アセンブリ
のソースコードを記述し、 デバイスをプログラムしてデバッグ
できます。 

PMG1 SDK は PMG1 MCU ファ ミ リ向けのソフ トウェア開発
キッ トです。 SDK を使用すると、 デバイス リソースの複雑さ
を理解しな く ても、 サポート されているデバイスのフ ァーム
ウェアを簡単に開発できます。 

ModusToolbox の使用の詳細については、ModusToolbox を使用
する PMG1 MCU 入門のアプ リ ケーシ ョ ン ノ ー ト と、
ModusToolbox に統合されたドキュ メン トおよびヘルプを参照
して ください。 図 2 に示すように、 ModusToolbox IDE を使用
すると、 以下のことができます。

1. キッ トまたはデバイスでフ ィルターされるテンプレート  ア
プリケーシ ョ ンのリス トに基づいて新しいアプリケーシ ョ
ンを作成するか、 サンプル コードのコレクシ ョ ンをオンラ
インで閲覧する

2. Device Configurator でデバイス リソースを構成して、 ワー
クスペースでハードウェア システム設計を構築する

3. ソフ トウェア コンポーネン トまたはミ ドルウェアを追加す
る 

4. アプリケーシ ョ ン ファームウェアを開発する

図 2. ModusToolbox IDE のリソースと ミ ドルウェア
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機能概要

CPU およびメモリ  サブシステム

CPU

PMG1-S2 内の Cortex-M0 CPU は 32 ビッ ト MCU サブシステ
ムの一部であり、広範なクロック  ゲーティングに対応した低消
費電力動作に最適化されています。ほとんどの場合、 これは 16
ビッ ト命令を使用し、Thumb-2 命令セッ トのサブセッ ト を実行
します。サイプレスは本製品に、1 サイクルで 32 ビッ トの結果
を出すハードウェア乗算器を実装しています。 これは、32 の割
込み入力を備えたネス ト 型ベク タ割込みコ ン ト ローラー
(NVIC) ブロ ッ ク とウ ェ イ クア ッ プ割込みコ ン ト ローラー
(WIC) を含みます。 WIC はディープ スリープ モードからプロ
セッサを復帰させるこ とが可能です。 これにより、 チップが
ディープ スリープ モードにあるときにメイン プロセッサへの
電源を切れます。 Cortex-M0 CPU はマスク不可能割込み (NMI)
入力を提供します。 これは、 ユーザーが要求したシステム機能
に使用されていないとき、 ユーザーによって使用できます。 

CPU はまた、 2 線式 JTAG のシリアル ワイヤ デバッグ (SWD)
インターフェースも備えています。PMG1-S2に使用するデバッ
グ コンフ ィギュレーシ ョ ンには、 4 個のブレークポイン ト  ( ア
ドレス ) コンパレータと 2 個のウォッチポイン ト  ( データ ) コ
ンパレータがあります。

フラッシュ

PMG1-S2 デバイスは、 フラ ッシュ  ブロックからの平均アクセ
ス時間を改善するために CPU に密結合されたフラッシュ  アク
セラレータと、2つの64KBバンクを備えたフラッシュ  モジュー
ルを持っています。フラ ッシュ  ブロックは、48MHz では 1 ウェ
イ トステート  (WS) アクセス時間、24MHz では 0 WS アクセス
時間に対応しています。 フラ ッシュ  アクセラレータは、シング
ル サイクル SRAM のアクセス性能の平均 85% を達成します

SROM

ブー ト およびコンフ ィ ギュレーシ ョ ン ルーチンを含む監視
ROM が提供されます。

暗号化ブロック

PMG1-S2 は、 ファームウェア イメージのハードウェアによる
認証のための暗号化ブロックを搭載しています。 信頼できるエ
コシステムでファームウェアのフ ィールドでのアップグレード
もサポート します。 PMG1-S2 暗号化ブロックは暗号化機能を
提供しています。 それは高度暗号化標準 (AES) ブロック暗号、
セキュア ハッシュ  アルゴリズム (SHA-1 および SHA-2)、 巡回
冗長検査 (CRC) および疑似乱数生成用のハードウェア加速ブ
ロックを含みます。

統合された Billboard デバイス

PMG1-S2 には、 Billboard クラスのデバイスとして機能できる
完全なフルスピード USB 2.0デバイス コン ト ローラーが内蔵さ

れています。 USB 2.0 デバイス コン トローラーは、他のデバイ
ス クラスにも対応できます。 

USB-PD サブシステム (USBPD SS) 

USB-PD サブシステムには、 USB Type-C およびパワー デリバ
リーに関するすべてのブロックが含まれています。 サブシステ
ムには以下のものが含まれます。

■ バイフェーズ マーク  コーディング (BMC) PHY: 高速ロール
スワップ (FRS) 送信および検出機能付き USB-PD ト ランシー
バ

■ CC ライン用の VCONN パワー FET

■ SBU1/SBU2 および AUX_P/AUX_Nのピン間のアナログ クロ
スバー スイッチ

■ AUX_P/AUX_N ピンのプログラム可能なプルアップ / プルダ
ウン終端抵抗

■ ホッ ト  プラグ検出 (HPD) プロセッサ 

■ VBUS_C レギュレータ  (20V LDO)

■ VSYS 電源と VBUS_C レギュレータ出力間の電源スイッチ

■ VBUS_C の過電圧 (OV) と低電圧 (UV) の検出器

■ 過電流検出用の電流検出アンプ (CSA)

■ VBUS_P と VBUS_C 外部パワー FET 用のゲート  ド ライバ

■ VBUS_C 放電スイッチ

■ USB BC1.2 および他の独自プロ ト コル用の充電器検出 / エ
ミ ュレーシ ョ ン

■ 2 つの 8 ビッ ト SAR ADC インスタンス

■ 次のピンでの8kV IEC ESD保護 : VBUS_C、CC1、CC2、SBU1、
SBU2、 USBDP、 USBDM

PMG1-S2 USB-PD サブシステムは USB Type-C コネクタのピ
ンにインターフェースで接続します。これは、USB Type-C ベー
スバンド  ト ランシーバと物理層ロジックを含みます。このト ラ
ンシーバは BMC および 4b/5b 符号化 / 復号機能だけでな く、
1.2V アナログ フロン トエンド  (AFE) も統合しています。 この
サブシステムは、 UFP/DFP ロール用の RP と RD を含む、
PMG1-S2 デバイスのロールを識別するために必要な終端抵抗
を統合しています。 これは VCONN 電源を VCONN_Source ピ
ンから CC1/CC2 ピンに供給するためのパワーFET も内蔵して
います。 アナログ クロスバーはディスプレイポート  サイドバ
ンド  シグナリングをサポートするために、 SBU1/SBU2 ピンの
いずれかをAUX_P/AUX_Nピンのいずれかに接続することを有
効にします。統合された HPD プロセッサは、ディスプレイポー
トのソースまたはシンクの HPD 信号を制御または監視するた
めに使用できます。
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過電圧 / 低電圧 (OV/UV) ブロックは、VBUS_C 電源電圧のプロ
グラム可能な過電圧および低電圧の状態を監視します。CSA は
外部 DC-DC VBUS 電源コンバータから消費される電流に比例
する外付け検出抵抗の両端の電圧を増幅します。 CSA 出力は、
ADC で測定するか、または過電流状態を検出するために構成で
きます。 VBUS_P と VBUS_C ゲート  ド ライバは、 VBUS_C と
VBUS_P 電源電圧用の外部パワー FET のゲートを制御します。
ゲート  ド ライバは、P 型と N 型両方の外部パワーFET をサポー
トするために構成できます。ゲート  ド ライバは、デフォルトで
N 型 FET デバイス用に構成されています。 P 型 FET を使用す
るアプリケーシ ョ ンでは、ゲート  ド ライバを適切に構成する必
要があります。 OV/UV および CSA ブロックは、 プログラムさ
れた過電圧および過電流状態でパワーFETを自動的にオフにす
るための割込みを生成できます。 VBUS_C 放電スイッチは、外
付け抵抗を介して VBUS_C ラインを放電できます。

USB-PD サブシステムは、 アナログ - デジタル変換用の 2 個の
8 ビッ ト 125ksps 逐次比較レジスタ  (SAR) ADC も含みます。
ADC の電圧リファレンスは、VDDD 電源から生成されます。そ
れぞれの ADC は 8 ビッ ト DAC とコンパレータを含みます。
DAC 出力はコンパレータの非反転入力となります。コンパレー
タの反転入力は、 4 入力マルチプレクサからのものです。 マル
チプレクサの 4 本の入力は、1 対のグローバル アナログ マルチ
プレクサ バス、内部バンドギャップ電圧、および絶対温度に比
例する内部電圧です。各 GPIO ピンは、スイッチを介してグロー
バル アナログ マルチプレクサ バスに接続でき、いずれの ADC
もピン電圧をサンプリングできるようにします。 ADC で GPIO
ピンの電圧を検出するとき、 そのピン電圧は VDDIO 電源電圧
を超えることはできません。

フルスピード USB サブシステム

FSUSB サブシステムは 「統合された Billboard デバイス」 に説
明するように、 フルスピード USB デバイス コン ト ローラを含
みます。

ペリフ ェラル

シリアル通信ブロック  (SCB)

PMG1-S2 は I2C、SPI または UART インターフェースを実装す
るように設定できる 4 個の SCB を内蔵しています。ハードウェ
ア I2C ブロックは、マルチマスター アービ ト レーシ ョ ンが可能
なフル マルチマスターおよびスレーブ インターフェースを実
装します。 SPI モードでは、 SCB ブロックはマスターまたはス
レーブとして動作するようにコンフ ィギュレーシ ョ ンができま
す。 

I2C モードでは、SCB ブロックは最大 1Mbps ( ファースト  モー
ド  プラス ) で動作でき、CPU の割込みオーバヘッ ド とレイテン
シを削減するためにバッ フ ァ リング オプシ ョ ンを柔軟に選択
できます。これらのブロックはまた、PMG1-S2 のメモリにメー
ルボックス アドレス範囲を作る I2C に対応しており、メモリ  ア
レイへの読み書きをする I2C 通信を効果的に縮小します。 さら
に、送受信用の深さ 128 の FIFO にも対応しています。これは、
CPU がデータを読み出す時間を増加させて、 CPU が時間どお
りにデータを読み出せないことに起因したクロッ ク  ス ト レ ッ
チの必要性を大幅に低減します。 

I2C ペリフェラルは NXP I2C バスの仕様とユーザー マニュアル
(UM10204) で定義されているとおりに I2C 標準モード、ファー
スト  モード、 およびファースト  モード  プラスのデバイスと互
換性があります。 

I2C バス I/O は、 オープンドレイン モードの GPIO で実装され
ます。 

以下の点では、 PMG1-S2 の SCB1 ～ 3 ブロック上の I2C ポー
トは I2C 仕様に完全に準拠していません。

■ SCB1の I2Cポート用のGPIOセルは、過電圧耐性がないため、
I2C システムの残りの部分から独立してホッ トスワップや電
源投入できません。

■ ファースト  モード  プラスの IOL 仕様は、VOL 0.4V で 20mA で
す。GPIO セルは VOL 最大値 0.6V で IOL 最大値は 8mA です。

■ ファースト  モード とファース モード  プラスは、GPIO セルで
満たせない最小立ち下がり時間の仕様があります。 低速スト
ロング モードはバス負荷によってはこの仕様を満たすこと
があります。

タイマー／カウンター／ PWM (TCPWM) ブロック

PMG1-S2には 4個のTCPWM ブロックがあります。各TCPWM
ブロックは、 16 ビッ ト  タイマー、 カウンター、 パルス幅変調
器 (PWM)、 直交デコーダ機能を実装します。

GPIO

PMG1-S2 には、 最大 20 個の GPIO (GPIO、 SCB、 SBU、 Aux
信号用に構成できる ) および GPIO と して使用できる SWD ピ
ンがあります。SCB0 からの I2C ピンは過電圧耐性があります。 

GPIO ブロックは以下を実装します。

■ 7 つの駆動強度モード :
❐ 入力のみ
❐ 弱プルアップ、 強プルダウン
❐ 強プルアップ、 弱プルダウン
❐ オープン ドレイン、 強プルダウン
❐ オープン ドレイン、 強プルアップ
❐ 強プルアップ、 強プルダウン
❐ 弱プルアップ、 弱プルダウン

■ 入力閾値選択 (CMOS または LVTTL)

■ 駆動強度モード以外に、 入力と出力バッファのイネーブル /
ディセーブルの個別制御

■ 前の状態をラッチするための保持モード  ( ディープ スリープ
モードで I/O 状態を維持するため )

■ EMIを改善するためのdV/dt関連のノイズ制御用の選択可能な
スルー レート

電源投入と リセッ トの間、 I/O ピンは無効状態になり、 入力に
過電流を与えず、 過剰なターンオン電流を発生させないように
します。 高速 I/O マト リ ックスとして知られている多重化ネッ
トワークは、 1 本の I/O ピンに接続され得る複数の信号間を多
重化するために使用されます。

http://www.nxp.com/documents/user_manual/UM10204.pdf
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電源システム概要

図 3 に、 PMG1-S2 の電源システム要件の概要を示します。
PMG1-S2 は VBUS (4.0V ～ 21.5V) または VSYS (2.7V ～ 5.5V)
の外部電源から動作できます。 VBUS 電源電圧は低ドロップア
ウト  レギュレータ  (LDO) によってチップ内で 3.3V レベルに安
定化されます。チップ内部の VDDD レールは VBUS レギュレー
タの出力および非安定化 VSYS の間で切り替えられます。 ス
イッチング電源 VDDD は、 一部のアナログ ブロック内で直接
使用されるか、 またはレギュレータによってコアの大部分に電
源を供給する VCCD にさらに降圧されます。 リセッ ト  モード
の他に、 PMG1-S2 は 3 つの電力モード  ( アクテ ィブ、 スリー

プ、 ディープスリープ ) があります。 これらの電力モード間の
遷移は電源システムによって管理されます。 GPIO には、 個別
のパワー ド メイン VDDIO が提供されます。 レギュレータの出
力である VDDD ピンと VCCD ピンは、 レギュレータの安定性
のみを目的として、 1µF のコンデンサを接続するために引き出
されています。 したがって、 これらのピンは汎用的な電源とし
てサポート されていません。 PMG1-S2 が 3.3V より高い VSYS
から電源給電されるとき、専用 USB レギュレータは USB 動作
を許可します。

図 3.  PMG1-S2 電源システムのブロック図

表 2.  PMG1-S2 電力モード

モード 説明

リセッ ト
電源が有効および XRES はアサート されていない。 内部リセッ ト  ソースはアサート されたか、
またはスリープ コン ト ローラーがシステムをリセッ ト状態から起動している

アクテ ィブ 電源が有効および CPU が命令を実行している

スリープ
電源が有効および CPU が命令を実行していない。 電力節約のために、 動作中でないすべてのロ
ジックはクロックゲート される

ディープ スリープ
主レギュレータおよびほとんどのハード IP がオフにされる。ディープ スリープ レギュレータが
ロジックに電源を供給するが、 低速クロックのみ利用可能

VSS

VBUS

VDDD

Regulator

VSYS

VCCD

Core
VDDIO

GPIO

CC
Tx/Rx

PMG1- S2

CC1, CC2

VSS

LDOSwitch

FX-USB 
TX/RX

USBDP, USBDM

OVP Gate Driver VBUS_C_CTRLOCP

Gate DriverVBUS_P_CTRL

CSP/VBUS_P

CSN

VBUS_DISCHARGE

1 uF

1 uF

1 uF

1 uF

USB Regulator
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ピン配置

表 3.  PMG1-S2 CYPM1211-40LQXI のピン説明

グループ
40 ピン

QFN ピン名 説明

GPIO およ
びシリア
ル イン
ター

フェース

7 P1.0 ／ UART_2_TX ／
SPI_2_MISO GPIO ／ UART_2_TX ／ SPI_2_MISO

8 P1.1 ／ UART_2_RX ／
SPI_2_SEL GPIO ／ UART_2_RX ／ SPI_2_SEL

9

P1.2 ／ UART_0_RX ／
UART_3_CTS ／ SPI_3_MOSI

／
I2C_3_SCL

GPIO ／ UART_0_RX ／ UART_3_CTS ／ SPI_3_MOSI ／ I2C_3_SCL

10
P1.3 ／ UART_0_TX ／

UART_3_RTS ／ SPI_3_CLK ／
I2C_3_SDA

GPIO ／ UART_0_TX ／ UART_3_RTS ／ SPI_3_CLK ／ I2C_3_SDA

11
P1.6 ／ AUX_P ／ UART_1_TX

／
SPI_1_MISO

ディスプレイポート AUX_P信号／GPIO／UART_1_TX／SPI_1_MISO

12 P1.4 ／ SBU1 ／ UART_3_TX ／
SPI_3_MISO USB Type-C SBU1 信号／ GPIO ／ UART_3_TX ／ SPI_3_MISO

13
P1.5 ／ SBU2 ／ UART_3_RX

／
SPI_3_SEL

USB Type-C SBU2 信号／ GPIO ／ UART_3_RX ／ SPI_3_SEL

14
P1.7 ／ AUX_N ／ UART_1_RX

／
SPI_1_SEL

ディスプレイポート AUX_N信号／GPIO／UART_1_RX／SPI_1_SEL

15
P2.0 ／ SWD_IO ／

UART_1_CTS ／
SPI_1_CLK ／ I2C_1_SCL

GPIO ／ SWD_IO ／ UART_1_CTS ／ SPI_1_CLK ／ I2C_1_SCL

16
P2.1 ／ SWD_CLK ／

UART_1_RTS ／
SPI_1_MOSI ／ I2C_1_SDA

GPIO ／ SWD_CLK ／ UART_1_RTS ／ SPI_1_MOSI ／ I2C_1_SDA

23 P2.4 GPIO

24 P2.5 ／ UART_0_TX ／
SPI_0_MOSI GPIO ／ UART_0_TX ／ SPI_0_MOSI

25 P2.6 ／ UART_0_RX ／
SPI_0_CLK GPIO ／ UART_0_RX ／ SPI_0_CLK

27
P0.0 ／ GPIO_OVT ／

UART_0_CTS ／
SPI_0_SEL ／ I2C_0_SDA

P0.0 ／ GPIO_OVT ／ UART_0_CTS ／ SPI_0_SEL ／ I2C_0_SDA ／
TCPWM_line_0

28

P0.1 ／ GPIO_OVT ／
UART_0_RTS ／ SPI_0_MISO

／
I2C_0_SCL

P0.1 ／ GPIO_OVT ／ UART_0_RTS ／ SPI_0_MISO ／ I2C_0_SCL ／
TCPWM_line_1

34 P3.2 GPIO ／ TCPWM_line_0

35 P3.3 GPIO ／ TCPWM_line_1

36 P3.4 ／ UART_2_CTS ／
SPI_2_MOSI ／ I2C_2_SDA

GPIO／UART_2_CTS／SPI_2_MOSI／I2C_2_SDA／TCPWM_line_2

37
P3.5 ／ UART_2_RTS ／

SPI_2_CLK ／
I2C_2_SCL

GPIO／UART_2_RTS／SPI_2_CLK／ I2C_2_SCL／TCPWM_line_3

38 P3.6 GPIO
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USB FS
21 USBDP USB 2.0 DP

22 USBDM USB 2.0 DM

USB 
Type-C

3 CC2 USB PD コネクタ検出／コンフ ィギュレーシ ョ ン チャネル 2

5 CC1 USB PD コネクタ検出／コンフ ィギュレーシ ョ ン チャネル 1

VBUS

1 VBUS_P_CTRL1 プロデューサ スイッチの VBUS ゲート  ド ライバ コン ト ロール 1

2 VBUS_P_CTRL0 プロデューサ スイッチの VBUS ゲート  ド ライバ コン ト ロール 0

29 VBUS_C_CTRL1 コンシューマ スイッチの VBUS ゲート  ド ライバ コン ト ロール 1

30 VBUS_C_CTRL0 コンシューマ スイッチの VBUS ゲート  ド ライバ コン ト ロール 0

32 VBUS_DISCHARGE VBUS 放電制御出力

VBUS 
OCP ／
SCP ／

RCP

39 CSN 電流検出負入力

40 CSP/VBUS_P VBUS プロデューサ入力。 このピンを CSN ピンよりも高い電位に接続

リセッ ト 26 XRES 外部リセッ ト入力。 内部で VDDIO にプルアップ

電源

4 VCONN_Source
VCONN FET 用入力電源電圧
VCONN > 4.75V @ 1.5W 供給用の VCONN_Source = 5.0V ～ 5.5V
VCONN > 3.00V @ 1W 供給用の VCONN_Source = 3.5V ～ 5.5V

17 VDDD VDDD 電源入力／出力 (2.7V ～ 5.5V)

18 VDDIO I/O 用の 1.71V ～ 5.5V 電源。 グローバル アナログ マルチプレクサ バ
スにも電力供給

19 VCCD フ ィルター コンデンサ用の 1.8V レギュレータ出力

20 VSYS システム電源 (2.7V ～ 5.5V)

31 VBUS VBUS 入力

GND
33 VSS グランド電源 (GND)

EPAD VSS グランド電源 (GND)

NC 6 NC 未接続

表 3.  PMG1-S2 CYPM1211-40LQXI のピン説明 ( 続き )

グループ
40 ピン

QFN ピン名 説明

表 4.  SCB およびそれらの機能

ポート 40 ピン QFN SCB 機能

ピン ピン番号 UART SPI I2C

P0.0 27 UART_0_CTS SPI_0_SEL I2C_0_SDA

P0.1 28 UART_0_RTS SPI_0_MISO I2C_0_SCL

P1.0 7 UART_2_TX SPI_2_MISO -

P1.1 8 UART_2_RX SPI_2_SEL -

P1.2 9 UART_0_RX
UART_3_CTS

SPI_3_MOSI I2C_3_SCL

P1.3 10
UART_0_TX

UART_3_RTS SPI_3_CLK I2C_3_SDA

P1.4 12 UART_3_TX SPI_3_MISO -

P1.5 13 UART_3_RX SPI_3_SEL -

P1.6 11 UART_1_TX SPI_1_MISO -

P1.7 14 UART_1_RX SPI_1_SEL -

P2.0 15 UART_1_CTS SPI_1_CLK I2C_1_SCL
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図 4.  40-QFN パッケージのピン配置 ( 上面図 )

P2.1 16 UART_1_RTS SPI_1_MOSI I2C_1_SDA

P2.5 24 UART_0_TX SPI_0_MOSI -

P2.6 25 UART_0_RX SPI_0_CLK -

P3.4 36 UART_2_CTS SPI_2_MOSI I2C_2_SDA

P3.5 37 UART_2_RTS SPI_2_CLK I2C_2_SCL

表 4.  SCB およびそれらの機能
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アプリケーシ ョ ン図

図 5 に、 PMG1-S2 を使用したパワー シンク  アプリケーシ ョ ンを示します。 このアプリケーシ ョ ンでは、 Type-C レセプタクルは
電力を消費するために使用されます。 PMG1-S2 デバイスは、 Type-C レセプタクルに接続されたソース デバイスとパワー コン ト
ラク ト をネゴシエート します。 また、 コンシューマ パスの FET を制御および駆動し、 Type-C VBUS ライン上の過電圧 / 低電圧の
状態を監視します。

図 5. PMG1-S2 ベースのシンク  アプリケーシ ョ ン図
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図 6 に、 PMG1-S2 デバイスを使用したパワー ソースのアプリ
ケーシ ョ ン図を示 し ます。 こ のア プ リ ケーシ ョ ン では、
PMG1-S2 は DFP ( 電力プロバイダ ) のみとして使用します。パ
ワー ソース アプリケーシ ョ ンでサポートできる最大パワー プ
ロファイルは、 最大 20V、 100W です。 PMG1-S2 は両タイプ
の FET を駆動でき、 GPIO P1.0 ( フローテ ィングまたは接地 )
の状態は電力プロバイダ パスで使用されているFET (N-MOSま
たは P-MOS FET) のタイプを示します。 電源アダプタ  ケーブ
ルを取り外し た と き、 VBUS を迅速に放電するために、
PMG1-S2デバイスのVBUS_DISCHARGE ピンに接続された抵
抗を使用して放電パスを構成します。

Type-C ポートの VBUS 電圧は、低電圧および過電圧の状態を検
出するために、 内部回路を使用して監視されます。 VBUS の過

電流は、CSN ピンと CSP/VBUS_P ピンの間に接続された 10mΩ
の検出抵抗を通過する電流を検知することによって検出されま
す。 VBUS ライン上のこれらの障害のいずれかは、 高電圧ゲー
ト  ド ライバ出力 (VBUS_P_CTRL0 および VBUS_P_CTRL1 ピ
ン ) で制御されるプロバイダ パス FET を使用することで、VBUS
プロバイダ パスをオフにするためにさらに使用できます。 

PMG1-S2 デバイスはまた、Type-C レセプタクルの D+ と D- の
ラインを介して独自の充電プロ ト コルをサポー ト できます。
PMG1-S2 デバイスの VCONN_Source ピンに 5V 電源を供給す
ることにより、デバイスは Type-C コネクタの CC1 または CC2
のピンのいずれかを介して VCONN 電源を供給することもでき
ます。

図 6. PMG1-S2 ベースのソース アプリケーシ ョ ン図
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図 7 に、 PMG1-S2 デバイスを使用した DRP アプリケーシ ョ ン図を示します。 Type-C ポートは電力プロバイダおよび電力コン
シューマとして使用できます。 

図 7. PMG1-S2 ベースの DRP アプリケーシ ョ ン図
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電気的仕様

絶対最大定格

注：

1. 表 5 に記載されている絶対最大条件を超えて使用すると、 デバイスに恒久的なダメージを与える可能性があります。 長時間にわたって絶対最大条件下に置く と、

デバイスの信頼性に影響する可能性があります。 最大保管温度は JEDEC 標準 「JESD22-A103、 High Temperature Storage Life」 に準拠した 150°C です。 絶対最

大条件以下で使用している場合でも、 標準的な動作条件を超えると、 デバイスが仕様に従って動作しない可能性があります。

2. 特に指定がない限り、 すべての電圧はグランドを基準にしています。

3. システムでは、 負のスパイクがここで指定された最小電圧を超える場合は、 シ ョ ッ トキー ダイオードを追加して負のスパイクをクランプすることを推奨します。

表 5.  絶対最大定格 [1]

パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

VSYS_MAX VSS を基準にしたデジタル電源電圧 – – 6 V[2]

絶対最大値

VCONN_SOURCE_MAX VSS を基準にした最大電源電圧 – – 6 V

VBUS_MAX_ON
VSS を基準にした最大電源電圧。
VBUS レギュレータが有効

– – 26 V

VBUS_MAX_OFF

VSS を基準にした最大電源電圧。
VBUSレギュレータが100%の時間有効

– – 24.5 V

VSS を基準にした最大電源電圧。
VBUS レギュレータが 25% の時間有効

– – 26 V

VDDIO_MAX VSS を基準にした最大電源電圧 – – 6 V

VGPIO_ABS GPIO 電圧 -0.5[3] – VDDIO + 0.5 V

 VGPIO_OVT_ABS OVT GPIO 電圧 -0.5 – 6 V

IGPIO_ABS GPIO ごとの最大電流 -25 – 25 mA

VCC_ABS CC1 と CC2 ピンの最大電圧 – – 6 V

IGPIO_INJECTION 
GPIO 注入電流。VIH > VDDD の場合は
Max、 VIL < VSS の場合は Min

-0.5 – 0.5 mA 絶対最大値、 ピンごとの注入さ
れた電流

ESD_HBM 静電気放電 ( 人体モデル ) 2200 – – V –

ESD_CDM 静電気放電 ( デバイス帯電モデル ) 500 – – V –

LU ラッチアップ時のピン電流 -100 – 100 mA 125°C でテスト済み

ESD_IEC_CON 静電気放電 (IEC61000-4-2) 8000 – – V
CC1、 CC2、 VBUS、 USBDP、
USBDM、SBU1 および SBU2 ピ
ンの接触放電

ESD_IEC_AIR 静電気放電 (IEC61000-4-2) 15000 – – V
CC1、 CC2、 VBUS、 USBDP、
USBDM、SBU1 および SBU2 ピ
ンの空中放電
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デバイス レベルの仕様

特記のない限り、 すべての仕様は -40°C  TA  105°C および TJ  120°C の条件で有効です。

表 6.  DC 仕様

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID.PWR#1 VSYS – 2.7 – 5.5 V UFP モード

SID.PWR#1_A VSYS – 3 – 5.5 V DFP/DRP またはゲート  ド ライバ モー
ド

SID.PWR#23 VCONN 電源入力電圧 2.7 – 5.5 V –

SID.PWR#13 VDDIO IO 電源電圧 1.71 – 5.5[4] V 2.7V < VDDD < 5.5V

SID.PWR24 VCCD コア ロジック用の出力電圧 – 1.8 – V –

SID.PWR#4 IDD 供給電流 – 25 – mA

VSYS または VBUS から
VBUS = 5V、 
TA = 25°C/VSYS = 5V、 TA = 25°C
FS USB、 CC 入出力が Tx または Rx、
I/Oソース電流なし、2個のSCBが1Mbps
で動作、 CPU が 24MHz で動作

SID.PWR#1_B VSYS USB 用の電源 4.5 – 5.5 V USB 構成、 USB レギュレータが有効

SID.PWR#1_C VSYS USB 用の電源 3.15 – 3.45 V USB 構成、 USB レギュレータが無効

SID.PWR#1_D VSYS 充電器検出/エミ ュレーシ ョ
ン動作用の電源

3.15 – 5.5 V –40°C ～ +85°C TA

SID.PWR#27 VBUS 電源入力電圧 3.5 – 21.5 V FS USB が無効。 VBUS < 15mA 時の総
消費電流

SID.PwR#28 VBUS USB 動作用の電源入力電圧 4.5 – 21.5 V FS USB 構成、USB レギュレータが無効

SID.PWR#30 VBUS_P 電源入力電圧 4.00 – 21.5 V

SID.PWR#15 Cefc
VCCD の外部レギュレータ
電圧バイパス

1 1.3 1.6 µF X5R セラ ミ ッ クまたはこれより良質の
もの

SID.PWR#16 Cexc
VSYS 用の電源デカップリ
ング コンデンサ

0.8 1 – µF X5R セラ ミ ッ クまたはこれより良質の
もの

スリープ モード。 VSYS = 2.7V ～ 5.5V。 Typ 値は VDD = 3.3V、 TA = 25°C で測定

SID25A IDD20A

CC、I2C、WDT ウェイクアッ
プが有効。 
IMO が 48MHz

– 3.5 – mA

VSYS = 3.3V、 TA = 25°C、 CPU を除く
すべてのブロックがオン、CC IOがオン、
USB はサスペンド  モード、I/O ソース電
流なし

ディープ スリープ モード

SID_DS IDD_DS

VSYS = 3.0V ～ 3.6V。
CC 接続、 I2C、 WDT ウェイ
クアップがオン

– 30 – µA
電源 = VSYS、 DFP モード、 Type-C 未
接続。CC 接続、 I2C および WDT がウェ
イクアップ用に有効

XRES 電流

SID307 IDD_XR

XRES がアサート時の供給
電流。
XRES 内部プルアップ抵抗
に消費される電流は含まれ
ない

– 30 – µA
電源 = VSYS = 3.3V、 Type-C デバイス
未接続 
TA = 25°C

4. VDDIO > VDDD の場合、 GPIO P2.4 は使用できません。 これは未接続にする必要があります。 ピン番号は、 表 3 を参照して ください。
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I/O

表 7.  AC 仕様 ( 特性評価で保証 )

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID.CLK#4 FCPU CPU 入力周波数 DC – 48 MHz すべての VDDD

SID.PWR#20 TSLEEP スリープ モードからの復帰時間 – 0 – µs –

SID.PWR#21 TDEEPSLEEP ディープ スリープ モードからの復帰時間 – – 35 µs –

SID.XRES#5 TXRES 外部リセッ ト  パルス幅 5 – – µs すべての VDDIO

SYS.FES#1 T_PWR_RDY
電源投入から 「I2C/CC コマンドが受信でき
る」 までの時間

– 5 25 ms –

表 8.  I/O の DC 仕様

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID.GIO#37 VIH_CMOS 入力電圧 HIGH 閾値 0.7 × VDDIO – – V CMOS 入力

SID.GIO#38 VIL_CMOS 入力電圧 LOW 閾値 – – 0.3 × VDDIO V CMOS 入力

SID.GIO#39 VIH_VDDIO2.7- LVTTL 入力、 VDDIO < 2.7V 0.7 × VDDIO – – V –

SID.GIO#40 VIL_VDDIO2.7- LVTTL 入力、 VDDIO < 2.7V – – 0.3 × VDDIO V –

SID.GIO#41 VIH_VDDIO2.7+ LVTTL 入力、 VDDIO  2.7V 2.0 – – V –

SID.GIO#42 VIL_VDDIO2.7+ LVTTL 入力、 VDDIO  2.7V – – 0.8 V –

SID.GIO#33 VOH_3V 出力 HIGH 電圧 VDDIO - 0.6 – – V 3V VDDIO で IOH = 4mA

SID.GIO#34 VOH_1.8V 出力 HIGH 電圧 VDDIO - 0.5 – – V 1.8V VDDIO で IOH = 1mA

SID.GIO#35 VOL_1.8V 出力 LOW 電圧 – – 0.6 V 1.8V VDDIO で IOL = 4mA

SID.GIO#36 VOL_3V 出力 LOW 電圧 – – 0.6 V 3V VDDIO で IOL = 4mA
(SBU および AUX ピン用 )

SID.GIO#5 RPU プルアップ抵抗値 3.5 5.6 8.5 k +25°C TA、すべての VDDIO

SID.GIO#6 RPD プルダウン抵抗値 3.5 5.6 8.5 k +25°C TA、すべての VDDIO

SID.GIO#16 IIL 入力リーク電流 ( 絶対値 ) – – 2 nA
+25°C TA、 すべての
VDDIO。 特性評価で保証

SID.GIO#17 CPIN ピン最大負荷容量 – 3.0 7 pF

すべての VDDIO、すべての
パッケージ、 SBU と AUX
を除 く すべての I/O。 特性
評価で保証

SID.GIO#17A CPIN_SBU ピン最大負荷容量 – 16 18 pF
すべての VDDIO、すべての
パッケージ、SBUピンのみ。
特性評価で保証

SID.GIO#17B CPIN_AUX ピン最大負荷容量 – 12 14 pF
すべての VDDIO、すべての
パッケージ、AUXピンのみ。
特性評価で保証

SID.GIO#43 VHYSTTL
入力 ヒ ステ リ シス、 LVTTL
VDDIO  2.7V

15 40 – mV 特性評価で保証

SID.GIO#44 VHYSCMOS 入力ヒステリシス CMOS 0.05 × VDDIO – – mV VDDIO < 4.5V。特性評価で
保証

SID69 IDIODE
保護ダイオード を とおって
VDDIO/Vss に流れる電流

– – 100 µA 特性評価で保証

SID.GIO#45 ITOT_GPIO
チ ッ プの最大合計シン ク電
流

– – 85 mA 特性評価で保証
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XRES

デジタル ペリフェラル

次の仕様は、 タイマー モードでのタイマー／カウンター／ PWM ペリフェラルに適用されます。 

GPIO ピン用のパルス幅変調 (PWM)

OVT

SID.GIO#46 IIHS
パッ ド電圧 > OVT 入力の
VDDIO のときの入力電流

– – 10.00 µA I2C 仕様による

表 9.  I/O の AC 仕様

( 特性評価で保証 )

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID70 TRISEF 高速ストロング モードでの立ち上り時間 2 – 12 ns 3.3V VDDIO、 Cload = 25pF

SID71 TFALLF 高速ストロング モードでの立ち下り時間 2 – 12 ns 3.3V VDDIO、 Cload = 25pF

表 8.  I/O の DC 仕様 ( 続き )

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

表 10.  XRES の DC 仕様

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID.XRES#1 VIH_XRES
XRES ピンの入力電圧 HIGH
閾値

0.7 × VDDIO – – V CMOS 入力

SID.XRES#2 VIL_XRES
XRES ピンの入力電圧 LOW
閾値

– – 0.3 × VDDIO V CMOS 入力

SID.XRES#3 CIN_XRES XRES ピンの入力静電容量 – – 7 pF 特性評価で保証

SID.XRES#4 VHYSXRES
XRESピンの入力電圧ヒステ
リシス

– 0.05 × VDDIO – mV 特性評価で保証

表 11.  PWM の AC 仕様

( 特性評価で保証 )

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID.TCPWM.3 TCPWMFREQ 動作周波数 – – Fc MHz Fc Max = CLK_SYS。
Max = 48MHz

SID.TCPWM.4 TPWMENEXT 入力ト リガ パルス幅 2/Fc – – ns すべてのト リガ イベン ト

SID.TCPWM.5 TPWMEXT 出力ト リガ パルス幅 2/Fc – – ns
オーバーフ ロー、 アンダーフ
ローおよびCC ( カウンター = 比
較値 ) 出力の最小幅

SID.TCPWM.5A TCRES カウンターの分解能 1/Fc – – ns 逐次カウン ト同士間の最小時間

SID.TCPWM.5B PWMRES PWM 分解能 1/Fc – – ns PWM 出力の最小パルス幅

SID.TCPWM.5C QRES 直交位相入力分解能 1/Fc – – ns 直角位相入力同士間の最小パル
ス幅
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I2C

表 12.  固定 I2C の DC 仕様

( 特性評価で保証 )

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID149 II2C1 100kHz でのブロック消費電流 – – 60 µA –

SID150 II2C2 400kHz でのブロック消費電流 – – 185 µA –

SID151 II2C3 1Mbps でのブロック消費電流 – – 390 µA –

SID152 II2C4
I2C がディープ スリープ モードで有
効の場合

– – 1.4 µA –

表 13.  固定 I2C の AC 仕様

( 特性評価で保証 )

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID153 FI2C1 ビッ ト  レート – – 1 Mbps –

表 14.  固定 UART の DC 仕様

( 特性評価で保証 )

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID160 IUART1 100Kb/s でのブロック消費電流 – – 125 µA –

SID161 IUART2 1000Kb/s でのブロック消費電流 – – 312 µA –

表 15.  固定 UART の AC 仕様

( 特性評価で保証 )

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID162 FUART ビッ ト  レート – – 1 Mbps –

表 16.  固定 SPI の DC 仕様

( 特性評価で保証 )

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID163 ISPI1 1Mb/s でのブロック消費電流 – – 360 µA –

SID164 ISPI2 4Mb/s でのブロック消費電流 – – 560 µA –

SID165 ISPI3 8Mb/s でのブロック消費電流 – – 600 µA –

表 17.  固定 SPI の AC 仕様

( 特性評価で保証 )

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID166 FSPI
SPI 動作周波数 ( マスター、 6 倍オー
バーサンプリング )

– – 8 MHz –

表 18.  固定 SPI マスター モードの AC 仕様

( 特性評価で保証 )

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID167 TDMO SClock駆動エッジ後のMOSI有効時間 – – 15 ns –

SID168 TDSI SClock取得エッジ前のMISO有効時間 20 – – ns フルクロック、 MISO の遅
いサンプリング

SID169 THMO 直前の MOSI データ  ホールド時間 0 – – ns スレーブ取得エッジを基準
にする
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システム リソース

電圧低下 SWD インターフェースのパワーオン リセッ ト  (POR)

表 19.  固定 SPI スレーブ モードの AC 仕様

( 特性評価で保証 )

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID170 TDMI Sclock 取得エッジ前の MOSI 有効時間 40  –  – ns –

SID171 TDSO Sclock 駆動エッジ後の MISO 有効時間 –  – 42 + 3×TCPU ns TCPU = 1/FCPU

SID171A TDSO_EXT
外部クロック  モードでの Sclock 駆動
エッジ後の MISO 有効時間

– – 48 ns –

SID172 THSO 直前の MISO データ  ホールド時間 0 – – ns –

SID172A TSSELSCK
SSEL 有効から最初の SCK 有効エッジ
までの時間 

100 – – ns –

表 20.  低精度パワーオン リセッ ト  (PRES) ( 特性評価で保証 )

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID185 VRISEIPOR
パワーオン リセッ ト  (POR) 立ち上
がり ト リ ップ電圧

0.80 – 1.50 V –

SID186 VFALLIPOR POR 立ち下り ト リ ップ電圧 0.70 – 1.4 V –

表 21.  高精度パワーオン リセッ ト  (POR) ( 特性評価で保証 )

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID190 VFALLPPOR
アクテ ィブ / スリープのモードでの
電圧低下検出 (BOD) ト リ ップ電圧

1.48 – 1.62 V –

SID192 VFALLDPSLP
ディープ スリープ モードでの BOD
ト リ ップ電圧

1.1 – 1.5 V –

表 22.  SWD インターフェース仕様

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID.SWD#1 F_SWDCLK1 3.3V  VDDIO  5.5V – – 14 MHz SWDCLK 1/3 CPU クロッ
ク周波数

SID.SWD#2 F_SWDCLK2 1.8V  VDDIO  3.3V – – 7 MHz SWDCLK 1/3 CPU クロッ
ク周波数

SID.SWD#3 T_SWDI_SETUP T = 1/f SWDCLK 0.25 × T – – ns 特性評価で保証

SID.SWD#4 T_SWDI_HOLD T = 1/f SWDCLK 0.25 × T – – ns 特性評価で保証

SID.SWD#5 T_SWDO_VALID T = 1/f SWDCLK – – 0.50 × T ns 特性評価で保証

SID.SWD#6 T_SWDO_HOLD T = 1/f SWDCLK 1 – – ns 特性評価で保証
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内部主発振器

内部低速発振器－ 電源切断

表 23.  IMO の DC 仕様

( 設計で保証 )

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID218 IIMO1 48MHz での IMO 動作電流 – – 1000 µA –

表 24.  IMO の AC 仕様

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID.CLK#13 FIMOTOL

24MHz、 36MHz および 48MHz での
周波数誤差 ( ト リム済み ) – – ±2 % -25°C  TA  85°C、 すべての

VDDD

SID226 TSTARTIMO IMO 起動時間 – – 7 µs 特性評価で保証

SID229 TJITRMSIMO2 24MHz での RMS ジッ タ – 145 – ps 特性評価で保証

SID.CLK#1 FIMO IMO 周波数 24 – 48 MHz すべての VDDD

表 25.  ILO の DC 仕様

( 設計で保証 )

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID231 IILO1 ILO 動作電流 – 0.3 1.05 µA –

SID233 IILOLEAK ILO リーク電流 – 2 15 nA –

表 26.  ILO の AC 仕様

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID234 TSTARTILO1 ILO 起動時間 – – 2 ms 特性評価で保証

SID238 TILODUTY ILO デューティ比 40 50 60 % 特性評価で保証

SID.CLK#5 FILO ILO 周波数 20 40 80 kHz –

表 27.  PD の DC 仕様

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID.PD.1 RP_std デフォルト USB電源でのDFP CC終
端抵抗

64 80 96 µA –

SID.PD.2 RP_1.5A 1.5A 電源での DFP CC 終端抵抗 166 180 194.4 µA –

SID.PD.3 RP_3.0A 3.0A 電源での DFP CC 終端抵抗 304 330 356.4 µA –

SID.PD.4 RD UFP CC 終端抵抗 4.59 5.1 5.61 k –

SID.PD.5 RD_DB
CC1 と CC2 での UFP デッ ド  バッテ
リ CC 終端抵抗。 1.5A と 3.0A の RP
終端値は有効

4.08 5.1 6.12 k

CC1 と CC2 での UFP デッ ド
バッテリ CC 終端抵抗。
デフォルト RP 終端抵抗では、
CC1 と CC2の電圧は1.32V未
満であることが保証される

SID.PD.15 Vgndoffset BMCレシーバで許容されるグランド
オフセッ ト

-400 – 400 mV リモートBMCト ランスミ ッ タ
を基準にする特性評価で保証
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ゲート  ド ライバ仕様

表 28.  CSA 仕様

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID.CSA.1 Out_E_Trim_15_DS 総合誤差。 Av = 15、 ディープ スリープ
リファレンスを使用

-7.00 – 7.00 % 特性評価で保証

SID.CSA.2 Out_E_Trim_15_BG 総合誤差。 Av = 15、 バンドギャップ リ
ファレンスを使用

-4.50 – 4.50 % 特性評価で保証

SID.CSA.3 Out_E_Trim_100
総合誤差。Av = 100、バンドギャップ リ
ファレンスまたはディープ スリープ リ
ファレンスを使用

-24.50 – 24.50 % –

表 29.  UV ／ OV 仕様

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID.UVOV.1 VTHUVOV1
電圧閾値精度。 
VBUS  16V -6 6 %

VBUS = 3.75V、4.5V、5.25V、
12V、 16V でテスト済み

SID.UVOV.2 VTHUVOV2
電圧閾値精度。 
VBUS  16V

-10 10 % VBUS = 20V でテスト済み

表 30.  ゲート  ド ライバの DC 仕様 

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

DC.NGDO.1 VGS1 ゲー ト - ソース間オー
バードライブ電圧

5 – 16.5 V

1. ゲート  ド ライバ電源電圧  5V。 ゲート
ド ライバ電源電圧は、 VBUS_P_CTRL_
出力の場合は VBUS_P、 VBUS_C_C-
TRL_ 出力の場合は VBUS_C。

2. ゲート  ド ライバ電流 = 0

3. ゲート  ド ライバ コンフ ィギュレーシ ョ
ン = NFET

4. ゲート  ド ライバ ポンプ クロック分周
器 = 1

DC.NGDO.2 VGS2 ゲー ト - ソース間オー
バードライブ電圧

3.75 – 16.5 V

1. ゲート  ド ライバ電源電圧  3.75V。
ゲート  ド ライバ電源電圧は、
VBUS_P_CTRL_ 出力の場合は
VBUS_P、 VBUS_C_CTRL_ 出力の場
合は VBUS_C。 

2. ゲート  ド ライバ電流 = 0

3. ゲート  ド ライバ コンフ ィギュレーシ ョ
ン = NFET

4. ゲート  ド ライバ ポンプ クロック分周
器 = 1

DC.NGDO.6 RPD
「プルダウン」 有効時の
抵抗

– – 5 k –
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SBU

充電器検出

表 31.  ゲート  ド ライバの AC 仕様

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

AC.NGDO.1 TON

gate_driver_supply_voltage + 5V
( 電源電圧  5V の場合 ) および
VBUS * 2 ( 電源電圧 < 5V の場合 )
までのゲート  ターンオン時間

– – 1 ms
1. ゲート  ド ライバ コンフ ィギュ

レーシ ョ ン = NFET

2. 負荷 = SI9936 MOSFETのゲート

表 32.  アナログ クロスバー スイッチの仕様

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID.SBU.1 Ron_sw スイッチ オン抵抗 – – 10  0V ～ 3.6V の電圧入力

SID.SBU.2 Rpu_aux_1 AUX_P/N プルアップ抵抗 – 100k 80 – 120 k –

SID.SBU.3 Rpu_aux_2 AUX_P/N プルアップ抵抗 – 1M 0.8 – 1.2 M –

SID.SBU.4 Rpd_aux_1 AUX_P/N プルダウン抵抗 – 100k 80 – 120 k –

SID.SBU.5 Rpd_aux_2 AUX_P/N プルダウン抵抗 – 1M 0.8 – 1.2 M –

SID.SBU.6 Rpd_aux_3 AUX_P/N プルダウン抵抗 – 470k 329 – 611 k –

SID.SBU.7 Rpd_aux_4 AUX_P/N プルダウン抵抗 – 4.7M 3.29 – 6.11 M –

表 33.  充電器検出仕様

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID.CD.1 VDAT_REF BC1.2 データ検出電圧閾値 250 – 400 mV –

SID.CD.2 VDM_SRC BC1.2 DM 電圧ソース 500 – 700 mV 25µA～175µAのシンク電流

SID.CD.3 VDP_SRC BC1.2 DP 電圧ソース 500 – 700 mV 25µA～175µAのシンク電流

SID.CD.4 IDM_SINK BC1.2 DM シンク電流 25 – 175 µA –

SID.CD.5 IDP_SINK BC1.2 DP シンク電流 25 – 175 µA –

SID.CD.6 IDP_SRC BC1.2 DP DCD ソース電流 7 – 13 µA –

SID.CD.7 RDP_UP USB FS DP プルアップ終端抵抗 0.9 – 1.575 k –

SID.CD.8 RDM_UP USB FS DM プルアップ終端抵抗 0.9 – 1.575 k –

SID.CD.9 RDP_DWN USB FS DP プルダウン終端抵抗 14.25 – 24.8 k –

SID.CD.10 RDM_DWN USB FS DM プルダウン終端抵抗 14.25 – 24.8 k –

SID.CD.11 RDAT_LKG DP/DM データ  ラインのリーク終端抵
抗

300 – 500 k 充電器検出機能およびデー
タ  ライン リークが有効 

SID.CD.12 RDCP_DAT DP と DM間のBC1.2 DCP ポート抵抗 – – 40  –

SID.CD.13 VSETH USB FS 論理閾値 1.26 – 1.54 V –
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アナログ - デジタル変換器

表 34.  ADC の DC 仕様 ( 特性評価で保証 )

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID.ADC.1 分解能 ADC 分解能 – 8 – ビッ ト –

SID.ADC.2 INL 積分非直線性 -1.5 – 1.5 LSB –

SID.ADC.3 DNL 微分非直線性 -2.5 – 2.5 LSB –

SID.ADC.4 Gain Error ゲイン誤差 -1 – 1 LSB –

表 35.  ADC の AC 仕様 ( 設計で保証 )

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID.ADC.5 SLEW_Max サンプリングされた電圧信号の変化率 – – 3 V/ms –

表 36.  VBUS_C レギュレータの DC 仕様

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID.20vreg.1 VBUSREG

VDDD で測定された VBUS レ
ギュレータ出力電圧、
VBUS = 4.5V ～ 21.5V

3 – 3.6 V
VBUS = 4.5V ～ 21.5V。
無負荷および 30mA 負荷付きの状
態で測定された VDDD 電圧

SID.20vreg.2 VBUSREG2

VDDD で測定された VBUS レ
ギュレータ出力電圧、
VBUS = 3.5V ～ 21.5V

3 – 3.6 V
VBUS = 4.5V ～ 21.5V。 
無負荷および 15mA 負荷付きの状
態で測定された VDDD 電圧

SID.20vreg.6 VBUSLINREG
VBUS が 4.5V から 21.5V まで
変化時のVBUSレギュレータ  ラ
インの安定化

– – 0.5 %/V
VBUS電源が4.5Vから 21.5Vに変
化するとき、VDDD の変化を測定。 
特性評価で保証

SID.20vreg.8 VBUSLOADREG
VBUS が 4.5V から 21.5V まで
変化時のVBUSレギュレータ負
荷の安定化

– – 0.2 %/mA

VBUS に 4.5V～21.5Vの電圧を印
加し、 負荷電流を 0 ～ 30mA に増
加。 VDDD の変化を測定。
特性評価で保証  

表 37.  VBUS_C レギュレータの AC 仕様 ( 特性評価で保証 )

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

AC.20vreg.1 TSTART レギュレータ起動時間 – – 120 µs VBUSを印加し、VDDDピンの起動時間を測定

AC.20vreg.2 TSTOP レギュレータ電源切断時間 – – 1 µs
内部ディセーブル信号がアサート されてから
VDDD の負荷電流が 30mA から 10µA に減少
するまでの時間

表 38.  VSYS スイッチの仕様

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID.vddsw.1 Res_sw VSYS 電源入力から出力電源
VDDD までの抵抗

– – 1.5  VDDD で 5mA ～ 10mA の負荷電流で測定。
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メモリ

表 39.  フラッシュの AC 仕様

仕様 ID パラメーター 説明 Min Typ Max 単位 詳細／条件

SID.MEM#3 FLASH_ERASE 行消去時間 – – 15.5 ms –

SID.MEM#4 FLASH_WRITE 行 ( ブロック ) 書き込み時間
( 消去 + プログラム )

– – 20 ms –

SID.MEM#8 FLASH_ROW_PGM 消去後の行プログラム時間 – – 7 ms –

SID178 TBULKERASE バルク消去時間 (64k バイ ト ) – – 35 ms –

SID180 TDEVPROG 総デバイス プログラム時間 – – 7.5 s 特性評価で保証

SID182 FRET1
フ ラ ッシュ  データ保持期間、
TA ≤ 55°C、 
10 万回の P/E サイクル

20 – – 年 特性評価で保証

SID182A FRET2
フ ラ ッシュ  データ保持期間、
TA ≤ 85°C、 
1 万回の P/E サイクル

10 – – 年 特性評価で保証

SID182B FRET3
フ ラ ッシュ  データ保持期間、
TA ≤ 105°C、 
1 万回の P/E サイクル

3 – – 年 特性評価で保証
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注文情報

表 40 に、 PMG1-S2 の製品番号と機能を示します。

注文コードの定義

製品番号は CYPM1ABC-DEFGHIJ の形式であり、 フ ィールドは以下のように定義されています。

注 ：
5. 終端抵抗はアップス ト リーム ポート を意味します。

6. 終端抵抗はダウンス ト リーム ポート を意味します。

7. 終端抵抗はデッ ド  バッテリ終端を意味します。

表 40.  PMG1-S2 注文情報

製品番号 アプリケーシ ョ ン 終端抵抗 ロール パッケージ Si ID

CYPM1211-40LQXI 
CYPM1211-40LQXIT DRP アプリケーシ ョ ン RP

[6]、 RD
[5]、 RD_DB

[7] DRP 40 ピン QFN 1D20

表 41.  PMG1-S2 注文コードの定義

フ ィールド 説明 値 意味

CY サイプレスの接頭辞 CY 会社 ID

PM マーケティング コード PM PM = パワー デリバリーMCU ファ ミ リ

1 第 1 世代 PM ファ ミ リ 1 製品ファ ミ リ世代

A ファ ミ リ

0 S0

1 S1

2 S2

3 S3

B PD ポート
1 1-PD ポート

2 2-PD ポート

C アプリケーシ ョ ン特有 X アプリケーシ ョ ン特有

DE ピン XX パッケージのピン数

FG パッケージ コード

LQ QFN

BZ BGA

FN CSP

H 鉛フリー X 鉛 : X = 鉛フリー

I 温度範囲 I 産業用

J T&R のみ T テープ & リール
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パッケージ

図 8.  40 ピン QFN パッケージ外形図、 001-80659

表 42.  パッケージの特性

パラメーター 説明 条件 Min Typ Max 単位

TA 動作周囲温度
産業用

-40 25
85 °C

産業用拡張温度範囲 105 °C

TJ 動作接合部温度
産業用

-40 25
100 °C

産業用拡張温度範囲 125 °C

TJA パッケージ JA (40 ピン QFN) – – – 17 °C/W

TJC パッケージ JC (40 ピン QFN) – – – 2 °C/W

表 43.  はんだリフロー ピーク温度

パッケージ 最高ピーク温度 ピーク温度の 5°C 以内での最長時間

40 ピン QFN 260°C 30 秒

表 44.  パッケージの湿度感度レベル (MSL)、 IPC/JEDEC J-STD-2

パッケージ MSL 

40 ピン QFN MSL 3

001-80659 *A
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略語

表 45.  本書で使用する略語

略語 説明

ADC
analog-to-digital converter
( アナログ - デジタル変換器 )

AES
advanced encryption standard 
( 高度暗号化標準 )

AHB

AMBA High-performance Bus 
(AMBA ( アドバンス ト  マイクロコン ト ロー
ラー バス アーキテクチャ) 高性能バス ): ARM
データ転送バスの一種

API
application programming interface
( アプリケーシ ョ ン プログラ ミング インター
フェース )

Arm® advanced RISC machine ( 高度な RISC マシン
): CPU アーキテクチャの一種

BMC
Biphase Mark Code 
( バイフェーズ マーク  コーディング )

CC configuration channel 
( コンフ ィギュレーシ ョ ン チャネル )

CPU central processing unit ( 中央演算処理装置 )

CRC cyclic redundancy check ( 巡回冗長検査 ): 
エラー チェ ック  プロ ト コルの一種

CS current sense ( 電流検出 )

DFP
downstream facing port
( ダウンスト リーム ポート ) 

DIO
digital input/output ( デジタル入出力 ) ： 
アナ ロ グな し、 デジ タ ル機能のみを持つ
GPIO。 GPIO を参照して ください

DRP dual role port ( デュアル ロール ポート )

EEPROM
electrically erasable programmable read-only
memory ( 電気的消去書き込み可能読み出し専
用メモリ )

EMCA

electronically marked cable assembly
( 電子的マーク付きケーブル アセンブリ ): 
定格電流などのケーブル特性を Type-Cポート
に報告する IC を内蔵した USB ケーブル

EMI electromagnetic interference ( 電磁干渉 )
ESD electrostatic discharge ( 静電気放電 )
FS full-speed ( フルスピード )
GPIO general-purpose input/output ( 汎用入出力 )
HPD hot plug detect ( ホッ ト  プラグ検出 )
IC integrated circuit ( 集積回路 )

IDE
integrated development environment 
( 統合開発環境 )

I2C ( 別名 : IIC)
Inter-Integrated Circuit 
( インター インテグレーテッ ド  サーキッ ト ):
通信プロ ト コルの一種

ILO internal low-speed oscillator 
( 内部低速発振器 )。 IMO を参照して ください

IMO internal main oscillator ( 内部主発振器 )。
ILO を参照して ください

IOSS input/output subsystem
( 入力 / 出力サブシステム )

I/O input/output ( 入出力 )。 GPIO を参照して くだ
さい

LDO
low-dropout regulator 
( 低ドロップアウト  レギュレータ )

LVD low-voltage detect ( 低電圧検出 )

LVTTL low-voltage transistor-transistor logic ( 低電圧
ト ランジスタ - ト ランジスタ  ロジック )

MCU microcontroller unit ( マイクロコン ト ローラー
ユニッ ト )

MMIO memory mapped input/output 
( メモリ  マップド入出力 )

NC no connect ( 未接続 )
NMI nonmaskable interrupt ( マスク不可割込み )

NVIC
nested vectored interrupt controller 
( ネスト型ベクタ割込みコン ト ローラー )

オペアンプ operational amplifier ( 演算増幅器 )
OCP overcurrent protection ( 過電流保護 )
OVP overvoltage protection ( 過電圧保護 )
OVT  overvoltage tolerant ( 過電圧耐性 )
PCB printed circuit board ( プリン ト回路基板 )
PD power delivery ( パワー デリバリー )

PGA programmable gain amplifier 
( プログラマブル ゲイン アンプ )

PHY physical layer ( 物理層 )
POR power-on reset ( パワーオン リセッ ト )

PRES
precise power-on reset 
( 高精度パワーオン リセッ ト )

PRNG
 pseudo random number generation
( 擬似乱数生成器 )

PWM pulse-width modulator ( パルス幅変調器 )

RAM
random-access memory 
( ランダム アクセス メモリ )

RCP reverse current protection ( 逆電流保護 ): ソー
ス コンフ ィギュレーシ ョ ンでのみサポート

RISC reduced-instruction-set computing 
( 縮小命令セッ ト  コンピューテ ィング )

RMS root-mean-square ( 二乗平均平方根 )
RTC real-time clock ( リアルタイム クロック )
RX receive ( 受信 )

SAR successive approximation register 
( 逐次比較レジスタ )

SCB
serial communication block
( シリアル通信ブロック )

SCL I2C serial clock (I2C シリアル クロック )

SCP short circuit protection ( 短絡保護 ): ソース コ
ンフ ィギュレーシ ョ ンでのみサポート

SDA I2C serial data (I2C シリアル データ )
S/H sample and hold ( サンプル / ホールド )

表 45.  本書で使用する略語 ( 続き )

略語 説明
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本書の表記法

測定単位
SHA secure hash algorithm

( セキュア ハッシュ  アルゴリズム )

SPI
Serial Peripheral Interface ( シリアル ペリフェ
ラル インターフェース ): 通信プロ ト コルの一
種

SRAM static random access memory
( スタテ ィ ック  ランダム アクセス メモリ )

SWD serial wire debug ( シリアル ワイヤ デバッグ ):
テスト  プロ ト コルの一種

TCPWM
timer/counter pulse-width modulator
( タイマー／カウンター／パルス幅変調器 )

TRNG true random number generation 
( 真の乱数生成 )

TX transmit ( 送信 )

Type-C
薄型 USB コネクタと リバーシブルなケーブル
の新規格。 最大 100W までの電力を提供する
ことが可能

UART
Universal Asynchronous Transmitter Receiver
( 汎用非同期ト ランスミ ッ タ  レシーバ ): 通信
プロ ト コルの一種

USB
Universal Serial Bus
( ユニバーサル シリアル バス )

USB PD USB Power Delivery (USB パワー デリバリー)
USB-FS USB Full-Speed (USB フルスピード )

USBIO USB input/output (USB 入出力 ): USB ポートへ
の接続に使用される PMG1-S2 ピン

USBPD SS USB PD subsystem (USB PD サブシステム )
UVP undervoltage protection ( 低電圧保護 )

VDM
vendor defined messages 
( ベンダー定義メ ッセージ )

XRES external reset I/O pin ( 外部リセッ ト I/O ピン )

表 45.  本書で使用する略語 ( 続き )

略語 説明

表 46.  測定単位

記号 測定単位

°C 摂氏温度

Hz ヘルツ

KB 1024 バイ ト

kHz キロヘルツ

k キロオーム

Mbps メガビッ ト毎秒

MHz メガヘルツ

M メガオーム

Msps メガサンプル毎秒

µA マイクロアンペア

µF マイクロファラ ド

µs マイクロ秒

µV マイクロボルト

µW マイクロワッ ト

mA ミ リアンペア

ms ミ リ秒

mV ミ リボルト

nA ナノアンペア

ns ナノ秒

 オーム

pF ピコファラ ド

ppm 100 万分の 1

ps ピコ秒

s 秒

sps サンプル毎秒

V ボルト
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販売、 ソリューシ ョ ンおよび法律情報

ワールドワイ ドな販売と設計サポート

サイプレスは、 事業所、 ソリューシ ョ ン センター、 メーカー代理店、 および販売代理店の世界的なネッ トワークを保持していま
す。 お客様の最寄りのオフ ィスについては、 サイプレスのロケーシ ョ ン ページをご覧ください。

製品

Arm® Cortex® マイクロコン ト ローラー cypress.com/arm

車載用 cypress.com/automotive

クロック & バッファ cypress.com/clocks

インターフェース cypress.com/interface

IoT ( モノのインターネッ ト ) cypress.com/iot

メモリ cypress.com/memory

マイクロコン ト ローラー cypress.com/mcu

PSoC cypress.com/psoc

電源用 IC cypress.com/pmic

タ ッチ センシング cypress.com/touch

USB コン ト ローラー cypress.com/usb

ワイヤレス cypress.com/wireless

PSoC® ソリューシ ョ ン

PSoC 1 | PSoC 3 | PSoC 4 | PSoC 5LP | PSoC 6

サイプレス開発者コ ミ ュニテ ィ

フォーラム | WICED IoT フォーラム | Projects | ビデオ | ブログ | 
ト レーニング | Components

テクニカル サポート

cypress.com/support
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http://www.cypress.com/forum
https://community.cypress.com/welcome
http://www.cypress.com/projects
http://www.cypress.com/video-library
http://www.cypress.com/blog
http://www.cypress.com/training
http://www.cypress.com/cdc/community-components
http://www.cypress.com/support
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